
第二版

No. 点検項目 点検結果

1 使用状況 浄水　・　他

2 使用状況 屋外・弁室・他

3 使用状況 有　・　無

A ・ B ・ C

A ・ B ・ C

A ・ B ・ C

6 外観点検 有　・　無

7 外観点検 有　・　無

8 外観点検 有　・　無

9 機能点検 有　・　無 弁からの振動

点検内容

製　　造　　年
　（注２

 組立ボルトナットの腐食状態

　
　

　
  ナット:腐食無　　ナット:腐食中　　　ナット:腐食大
　ボルト:腐食無　　ボルト:腐食中　　　ボルト:腐食大

 ボルトナットのゆるみ

 部品の破損、脱落

 フランジ部・その他接続部漏水

弁 開 度

外観点検

 使用流体

 修理

 設置状況

 弁室の水没・堆積土砂

 外面塗装の剥離・錆・腐食の状態

全開・全閉・中間（　　）％

 水没対策・土砂撤去

 B：交換計画、C：交換

処置が必要な場合

 B：交換計画、C：交換

 修理

 修理

製　造　会　社
　（注１

面 　間 　寸 　法

バタフライ弁の種類

 ボルト数 ：　

電動　・　その他

Ｌ＝　　　　　　　　　　　　　mm

フ ラ ン ジ 規 格

開　閉　方　向
（キャップ式の場合）

※ハンドル式の開閉方向
は表示による.

 φ　　　　　　　　　　  　　　mm

7.5K・10K・16Ｋ

手動： キャップ・ハンドル

4

左回り開き　・　右回り開き呼　　　び　　　径

　　　　　　　　年　　　月　　　日

バタフライ弁 点検チェックシート【1/2】

　　　　　　　　年　　　月　　　日

管　 理 　番　 号

立　　　会　　　者

設置場所（住所）

　注1）製造会社はバルブの弁箱に鋳出表示されていますので水道用バルブ便覧の参考資料を参照してください。
　注2）製造会社はバルブの弁箱に鋳出表示又はスタンプ表示されています。

水道バルブ工業会

点　　　検　　　日

点　　　検　　　者

前 回 の 点 検 日

 修理又は交換が必要な場合は製造業者に連絡をしてください。

　　ボルトナットの状態が"Ｃ"の場合、破損事故が発生するため
　　以下の点検を行わず、大至急バタフライ弁を交換してください。

5 外観点検

 B：交換計画、C：交換

 原因調査

 配管ボルトナットの腐食状態

 点検の前に「点検前の注意事項」を確認して安全に注意して作業をおこなってください。

A B C

A B C
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No. 点検結果

1 有　・　無

2 有　・　無

3 有　・　無

4 有　・　無

5 良　・　否

6 良　・　否

級

A

B

C

 運転開始より3～5年を経過した
 もの。
 メーカー技術員が実施する。

 現地でバルブに取付けたまま点検
 する。

 現地でバルブに取付けたまま点検
 する。

 主として外観，操作回路絶縁を
 点検する。

 A級点検内容のほか，制御機構
 及びギヤ類の点検整備をする。

水道バルブ工業会

駆動操作機の点検について

　バタフライ弁の駆動操作機には手動式又は電動式などがあります。

 バルブより取外し，製作工場又は
 同程度の設備を有する工場。

 運転開始より7～10年を経過した
 もの。
 メーカー技術員が実施する。

　※本点検整備内容は一般的な仕様条件を基本とします。（設置場所及び使用頻度により異なります。）

　各等級の点検・整備内容の詳細は、水道用バルブ便覧の点検要領を参照してください。

　製造会社へ連絡

　製造会社へ連絡

　製造会社へ連絡

・水道用バルブ便覧の点検要領を参照してください。

　仕様銘板には次の項目が表示されていますので，その内容をお伝えください。

　状況に応じた対応が必要になります。

電動操作機の点検整備の等級，対象，点検整備の内容及び点検整備場所

　（呼び径，最高許容圧力，最大流速，キャップ又はハンドルの回転数，製造年，製造会社，製造番号など）

バタフライ弁 点検チェックシート【2/2】

点検内容

 開度計のよごれ

 ギヤケースの破損

・製造会社へ連絡する場合は，仕様銘板を確認してください。

 総分解点検整備をする。

　製造会社へ連絡

処置が必要な場合

　清　掃

 キャップ軸の曲がり

 グリース・油漏れ

　製造会社へ連絡※操作前に赤水防止
   対策など、検討・
　 実施が必要です。

 開閉操作状況　(操作軽重、異音など)

 開度計確認 （全開･全閉時の指示針位置）

対　象 点検整備場所点検整備内容

 運転開始より1年を経過したもの。
 使用者又はメーカー技術員が実
 施する。

・電動式の場合、製造会社で実施する点検整備には以下の等級がありますので、

センターキャップ式 ウォームギヤ式
電 動 式




